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南極地域観測隊に３回同⾏取材した新聞記者が、観測隊の仕事や⽣活、南極の変化について�

記者会⾒！ 新聞記者になりきって「⼤変だったことは？」「おもしろかったのは？」など�

たくさん取材してみよう。

取材のあとはパソコンで新聞づくりにチャレンジ！ ⾃分の写真が⼊った特別紙⾯をお⼟産�

でお持ち帰りいただけます。

南極から地球を 
考える

南極を取材した記者にインタビュー！

なりきり新聞記者体験

2022年10⽉29⽇（⼟）10時30分∼12時40分2022年10⽉29⽇（⼟）10時30分∼12時40分

企画展「海からのメッセージ――海洋環境と報道」関連イベント

朝⽇新聞東京本社

中⼭由美記者

場所：ニュースパーク

定員：40⼈（⼤体親⼦20組）

※⼩学⽣以上のお⼦さんが対象です。

※新聞づくりはパソコンを使い、キーボードで⼊⼒します。

 ⽂章を書くのが苦⼿なお⼦さんも適宜スタッフがフォロー�

します！

参加費：無料（⼊館料がかかります）

申し込み⽅法：

住所、⽒名、年齢、電話番号を明記のうえ、Ｅメール�

（npevent@pressnet.jp）またはイベント検索サービス�

「Peatix」からお申し込みください。

PeatixのＵＲＬは

https://nankyoku-kids2022.peatix.com/

【当⽇のプログラム】

10時30分 開会

①取材ってどうやるの？

②南極取材記者の記者会⾒

③取材タイム

＜休憩＞

④新聞ってどうやって作るの？

⑤新聞づくりタイム

12時40分 閉会 希望者はギャラリートークへ！

朝⽇新聞南極・北極専⾨記者。南極地域観測�

隊45次越冬隊でドームふじの氷床掘削、51次�

夏隊でセールロンダーネ⼭地の隕⽯探査を取�

材、61次越冬隊に同⾏。北極へも７回赴き、�

地球環境を探る。著書に2020年⻘少年読書感�

想⽂全国コンクール課題図書「北極と南極の�

へぇ∼�くらべてわかる地球のこと」（学�

研）、「南極で宇宙をみつけた！」（草思�

社）など。


